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『親力』

皆さんは「親力」という言葉を聞いたことがありますか？ 
これは公立小学校で２３年間教師を務められた親野智可等先生が著書の中で述べている言葉です。親力
をひと言で表すと「子どもを育て、包み、伸ばす総合力」であると先生は述べています。 
保護者の皆さんが考える「親力」とはどのような力でしょうか？私は今まで、色々な保護者の方と出会

う中で沢山のお話を伺い、様々な相談をいただきました。どの保護者さんもお子さんの幸せを大切に思わ
れていました。 
お子さんのためを思うあまりに「親としてしっかりしなきゃ」「わが子の為に何かをしなければ」と考え
すぎて、気持ちがしんどくなった方もいました。 
あらためて「子育て」って本当に大変で難しいことだと感じています。自分を追い詰めてしまうと、ど

んな人だってしんどくなってしまいます。親である前に一人の人間です。時々、イライラしても、そんな
自分を振り返って反省することが出来たのなら、充分ではないでしょうか。心が落ち着いたら、また我が
子と向き合えばいいと私は思っています。  
日々の生活の中でお子さんへ「これが出来るようになってほしい」「こうしてほしい」「こうなってほし

い」等の思いから、自分の感情でお子さんを叱ってしまうといったご相談も受けます。私が子どもと関わ
るときに大切にしていることは子どもの行動、結果を見て感情を伝えるのではなく、子どもの気持ちやプ
ロセスに着目して声をかけることです。例えば行動が成功しなかったとしても、「初めてやってみたん、
頑張ったね」「これむずかしいよね。でも頑張ったんやね」「一人でやってみたん、頑張ったね」「これお
もしろいね」「最後までやってみたんやね」等です。コツとしては、その行動をしたときにすぐに声をか
けてあげることは大事です。声の大きさ、イントネーション、表情、ジェスチャー、スキンシップも大事
です。子どもによって、どのようなほめ方が好きかも変わってきます。いずれにしても子どもにとって最
 のご褒美はお さんやお さんに褒められることだと思います。(ぜひ試してみてくださいね) 
また、親が持ち、秘めている「子どもを信じ、認める力」＝「親力」があるということに気付いてもら

えると嬉しいです。親として「何かをしなければ」という思いも大事ですが、「子どもを信じ、認める」、
そんな潜在的にもつ保護者の皆さんの「力」に気付き、子育てに自信を持っていただければと思います。 
偉そうなことを言ってしまいましたが、私は子どもが大好きな保育士です。保護者の皆さんの気持ちに

寄り添いたいと思っています。お さんの成 を共に 守り、考え、保育士として少しでもお力になれる
ことがあれば、嬉しく思います。 
毎日の家事や育児、仕事と一日を過ごすだけでも精一杯の中で、大変なこともあるかと思います。そん

な時は、気持ちを自分の中に押しとどめるのではなく、誰かに話すことも大事だと思います。たまには自
分へのご褒美もあってもいいじゃないでしょうか。それで、家族みんなが笑顔になるのなら万々歳ではな
いでしょうか。 
たまには息を抜いて ひとやすみ をすることも、子どもと向き合うための大切な「親力」だと思います。 
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